
凡　例　　 申…申し込み、問…問い合わせ、費…費用、HP…ホームページ

9 第1801号2025年（令和7年）6月10日
藤沢市役所の連絡先　☎0466（25）1111（午前8時〜午後9時、年中無休）、0466（25）1114（左記の時間以外）、 0466（24）5928

明記のないものは…
●先着順　●受け付け＝平日午前8時30分〜午後5時（休所日を除く）
●申し込み不要　●費用は無料　●持ち物はお問い合わせください
※電話番号などは間違いのないようおかけください

�消防署調理員
職務内容＝職員の夕食調理ほか。勤務場所＝市内の
消防署、出張所。勤務日＝土・日曜日、祝日を含む
週3〜4日程度。※勤務地により異なります。※謝礼
あり。詳細はお問い合わせください。問消防総務課
☎内線8134、 （22）8180。

�藤沢市地域公共交通会議　市民委員
本市の地域公共交通について協議する委員。任期＝
8月1日から2年間。対象・人員＝市内在住・在勤・
在学の方で、任期開始時において本市の他の審議会
などの委員、常勤の特別職・職員・議員でない方4
人（選考）。※報酬あり。申 問6月10日㈫〜24日㈫に
都市計画課、各市民センターにある申込書を本人が
持参で同課☎内線4213、 （50）8223へ。※申込書は
市のHPの同課のページからダウンロードもできます。

�わがまちスナップ写真
第29回藤沢市公民館写真サークル協議会合同作品展
で展示する写真の募集。募集内容＝裏面に題名、撮
影場所、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号を記入
した2Lサイズの写真（1人1点）。申7月31日㈭〈必着〉
までに郵送で藤沢市公民館写真サークル協議会事務
所〈〒252-0807下土棚525〉へ。問同協議会☎090（4600） 
4188または生涯学習総務課☎内線5311、 （50）8442。

�第26回湘南ビジネスコンテスト出場者
11月6日㈭。対象＝藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町にお
いて起業や新事業展開を行う個人（学生も可）、企
業。費2000円(学生は無料）。※事業助成金（最大50
万円）、個別説明会などの支援あり。詳細は（公財）
湘南産業振興財団のHPへ。申7月22日㈫午後5時〈必
着〉までに（公財）湘南産業振興財団のHPまたは窓口
にあるエントリーシートを書いて同財団
へ。問同財団☎（21）3811または産業労働
課☎内線3413、 （50）8419。

�普通救命講習
【普通救命講習Ⅰ】㋐7月4日㈮…湘南台市民センター、
㋑7月22日㈫…明治市民センター。【普通救命講習Ⅲ】
㋒7月10日㈭…藤沢市民センター、㋓7月27日㈰…遠
藤市民センター。㋐は午後6時〜9時、㋑〜㋓は午前
9時30分〜午後0時30分。㋐㋑は成人に対する、㋒㋓
は乳幼児に対する心肺蘇生法とAEDの使用方法。市
内在住・在勤・在学の中学生以上の方㋐は30人、㋑
〜㋓は各日40人。※㋒は保育あり（1歳6カ月以上の
未就学児）。申㋐は6月4日㈬、㋑は6月22日㈰、㋒は
6月10日㈫、㋓は6月27日㈮から市のHPの「電子申請」
から、または来庁で南・北消防署へ。※
詳細は市のHPの救急救命課のページへ。
問救急救命課☎内線8133、 （28）6417。

�プラザdeカフェ　時短レシピでおうちごはん♪
7月6日㈰午後1時30分〜3時。六会市民センター。栄
養士が作った簡単レシピの紹介、食事の悩みの情報
交換ほか。講師＝（特非）湘南栄養指導センター。市
内在住・在勤・在学の方15人。申7月3日㈭午後5時
までに電話・来館するか、氏名・電話番号をファク
ス・Eメールで市民活動プラザむつあい☎・ （81）
0222、  f-npoplaza@shonanfujisawa. 
comへ。問同施設または市民自治推進
課☎内線2512、 （50）8407。

�らくらくWord講座
6月30日㈪、7月7日㈪午後1時30分〜4時、全2回（1回
のみの参加可）。市民活動推進センター。基本操
作、文書デザイン、チラシ作成などを学ぶ。講師＝
市民活動推進センターITサポートクラブ。NPO・
市民活動・地域活動に関わっている方10人。※パソ
コンの貸し出しあり（5台）。費2500円（1回のみ参加
は1500円）。申6月29日㈰までに市民活動推進セン
ター、市民活動プラザむつあい、各市民センターに
ある申込書を市民活動推進センターへ、または電話
するか、氏名・団体名・電話番号・ファクス番号・
Eメールアドレス、活動内容、パソコンの有無をE
メールで市民活動推進センター☎（54）4510、 （54）
4516、  f-npoc@shonanfujisawa.comへ。問同セ 
ンターまたは市民自治推進課☎内線2512、 （50）8407。

�人材バンク体験講座「ふらっとフラッポ」
☆7月2日㈬午前10時〜11時。知ることで変わる！あ
なたのライフプラン〈講師＝（特非）湘南FP相談室。
費500円〉☆7月18日㈮午前10時〜11時。脳と体の健
康リトミック〈講師＝りくりくらん〉。ともに市役所
本庁舎。各20人。申 問電話するか、件名「ふらっと
フラッポ」、参加希望日、氏名（ふりがな）・電話番
号をファクス・Eメールで生涯学習総務課☎内線673 
4、 （50）8442、  fj1-manabi@city.fujisawa.lg.jpへ。

�読み聞かせ講座「読み聞かせってなあに？
　〜子どもと絵本を楽しみたい大人の方へ」
6月21日㈯午前10時〜午後0時30分。辻堂市民図書
館。成人30人。申6月10日㈫午前9時から
市のHPの「電子申請」から。問総合市民図
書館☎（43）1111、 （46）1130。

�子育て支援員研修
☆8月〜9月☆11月〜12月。オンデマンド研修。※市
役所本庁舎で集合研修あり。地域保育コース（地域
型保育）。市内在住・在勤（保育施設）の方各50人（抽
選）。費1500円。※申し込み方法など詳
細は市のHPの保育課のページへ。問保育
課☎内線3823、 （50）8446。

�スマホの基本操作学んでみませんか？
6月27日㈮午前10時〜正午。市役所本庁舎。スマホ
カメラを使って上手に撮影する方法。講師＝（株）ソ
フマップ。15人。申 問6月10日㈫〜18日㈬に電話で
共創推進課☎内線＊5594、 （50）7200へ。

�市民公開講座
　乳房再建について〜様々な再建方法のご紹介
6月25日㈬午前11時〜正午。Zoomによるオンライ
ン講座。講師＝市民病院形成外科医師。
申市民病院のHPから。問病院総務課☎
（25）3111、 （25）3545。

�トンボロ（陸
りくけい

繋砂
さ す

州）と江の島の歴史講座
6月14日㈯午前11時〜正午。江島神社。50人。※詳
細は藤沢市観光公式HPへ。問藤沢市観光センター☎
（22）4141または観光課☎内線3421、 （50）8255。

�16ミリ映写機操作技術認定講習会・
　フォローアップ講習会
㋐認定講習会…7月26日㈯午前9時30分〜午後4時50
分。㋑フォローアップ講習会…7月27日㈰午前9時30
分〜正午。ともに総合市民図書館。㋐は講義と操作
技術者認定証発行のための筆記試験・実技試験。㋑
は㋐の復習。講師＝藤沢16ミリ視聴覚ボランティア
の会。市内在住・在勤・在学の高校生以上の方㋐は
20人、㋑は㋐の受講者またはすでに認定証を持つ方
20人。申 問6月22日㈰午前9時〜7月22日㈫午後7時に
市のHPの「電子申請」から、または電話・来館する
か、講座名、住所・氏名・電話番号を
ファクスで総合市民図書館☎（43）1155、
（46）1130へ。

�善行雑学大学「藤沢市中部の地名
　〜旧藤沢宿と大庭村を中心として」
6月15日㈰午後2時〜4時。善行市民センター。講師
＝藤沢地名の会会員酒井郁子氏。40人。費500円。
申善行雑学大学のHPから、または郵便番号・氏名・
電話番号・EメールアドレスをEメールで片岡
 kataoka9@gmail.comへ。問善行雑
学大学☎090（7251）3232または生涯学習
総務課☎内線5311、 （50）8442。

�障がい福祉分野マッチング支援事業
受講期間＝7月1日㈫〜9月4日㈭。介護職員初任者研
修、就労ガイダンス、事業所実習。介護職員初任者
研修またはホームヘルパー2級の資格を持たず、政
令市・中核市を除く県内の障がい福祉サービス事業
所に就業を希望する方20人。費5500円。※申し込み
方法など詳細は湘南国際アカデミーのHPへ。問湘南
国際アカデミー☎0120（961）190または障
がい者支援課☎内線3292、 （25）7822。

市内在住の18歳以上で、市
税の滞納がない方（1世帯1台）
補助対象者

2025年4月1日以降に購入
した固定電話機、または固定電話機に取り
付ける機器であり、次の機能を有するもの
☆ 電話機の呼び出し音が鳴る前に、電話を
掛けた方に対して通話内容を録音する旨
の警告メッセージを自動で流し、通話内
容を録音する機能

補助対象機器

原則、購入費の3分の1（上限3000
円、1000円未満は切り捨て）
※補助対象外となる経費などあり

補助金額

2026年2月27日㈮〈必着〉
※予算額に達し次第、受け付けは終了します
※ 申請方法など詳細は防犯交通安全課、各市
民センターにあるチラシまたは市のHPの同
課のページをご覧ください

申請受付期限　特殊詐欺の手口は、巧妙かつ多様化して
います。被害を未然に防ぐために、迷惑電
話防止機能付電話機等で対策を
しませんか。
　問い合わせ　防犯交通安全課
☎内線2531、 （50）8438

迷惑電話防止機能付電話機等
購入補助制度を活用しませんか


